
 
第 23 回 

日本リハビリテーション医学会中部・東海地方会 
 
 
日 時：平成 20 年 8 月 23 日（土）10：00～ 
 
場 所：大正製薬株式会社 名古屋支店 
     名古屋市千種区千種 2-17-18   TEL：（052）733-8112 
    （地下鉄桜通線：吹上駅下車徒歩 12 分，JR中央線：鶴舞駅下車 15 分） 
    （全館禁煙のためご協力願います） 
 
◎発表時間：発表 7分（発表時間を厳守してください），質疑 3分． 
 
◎当日，会場にて下記受付をいたします． 
１）発表形式は PCによるプレゼンテーションのみとします． 
    [Windows で動画の無い場合] CD-R でのファイル提出を推奨します．発表 40 分前には 
    受付に提出してください．ソフトは Power Point で作成してください．ファイル形式は， 
  Power Point 2003 for Windows でお願いします． 
    [Windows で動画のある場合] ご自分の PC をお持ち込み下さい．コンセント用電源アダ 
    プタをご用意ください．ファイルで提出したい場合は予め当番幹事に確認の上，前日ま 
  でに事務局に送付下さい． 
    [Macintoshの場合] ご自分の PC をお持ち込み下さい．出力端子接続アダプタおよびコ 
    ンセント用電源アダプタをご用意ください． 
２）演題抄録（A4 サイズ１枚に収まるようにワープロにて 400 字以内の抄録，３語以内の 
    key words をつけてください）をご提出ください． 
 
◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育単位の取得について 
１）本地方会参加により 10 単位が認定されます． 
２）本地方会の筆頭演者は 10 単位が履修できます． 
  
  
  
当番幹事：鈴木善朗  
     〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65 
     名古屋大学附属病院リハビリテーション部    
     TEL＆FAX：052-744-2686  
          E-mail：meidaireha@gmail.com 
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地方会 
一般演題 10:00-12:30 受付開始 9:30 

!

!

!

!

!

!

!

座長：名古屋市総合リハビリテーションセンター 小川鉄男 
 
１．長野県諏訪地域における重症児地域療育ネットワークの現状と課題 
信濃医療福祉センター 
朝貝芳美 
 
"#$%&'()*+,-./01234567'89:;<-=>?@AB/CDEFGHIJKL

-MNOP?=QRSCDTUVWXY/Z:;<-[/\]^N_`abQcdQ7'efghij

/aklImn?\]=opq@3X3rs^NtuvQ7wxyVwz{XYL-MIm|^p}Q

~���-�-��IJ?RS��I���=>?@%&/�������3�)*+,-.��K/

rs2��I�q4��n?@!

 
 
 
 
２．眼科難病疾患『網膜色素変性症の臨床』 
本郷眼科・神経内科・名古屋大学公衆衛生学教室 
高柳泰世 
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３．多発外傷後に回復期リハビリテーション病棟において無症状のうちに発見できた大動脈
弁閉鎖不全症の一例 
海南病院回復期リハビリテーション病棟 
江崎貞治 
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４．弁膜症患者の術後急性期 ADL における検討 
１浜松労災病院リハビリテーション科，２浜松医科大学リハビリテーション科 
赤津嘉樹１，山内克哉２，美津島 隆２ 
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座長：刈谷豊田総合病院 小口和代 
 
５．嚥下造影施行後における胸部及び腹部レントゲン撮影の有用性の検討  
１藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
２藤田保健衛生大学大学医療科学部リハビリテーション学科 
田中貴志１，加賀谷 斉１，馬場 尊 2，才藤栄一１，横山通夫１，八谷カナン１，沢田光思郎１， 
尾崎健一１  
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６．頭頚部癌に対する放射線治療中の筋力と栄養評価  
浜松医科大学リハビリテーション科  
山内克哉，入澤 寛，安田千里，美津島 隆   
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７．高度肥満を有する脳卒中患者の入院リハビリテーション 
1藤田保健衛生大学七栗サナトリウム ，2藤田保健衛生大学医療科学部リハビリテーション学科 
3藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 ，4藤田保健衛生大学藤田記念七栗研究所 
前田博士 1 ，園田 茂 1 ，岡崎英人 1 ，岡本さやか 1 ，水野志保 1 ，平野 哲 1 ，成田 渉 1 ， 
鈴木 亨 2，近藤和泉 4，永井将太 2，奥山夕子 1，登立奈美 2，才藤栄一 3  
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８．橋出血患者のリハビリ予後 
1 藤田保健衛生大学七栗サナトリウム，2藤田保健衛生大学藤田記念七栗研究所 
3藤田保健衛生大学医療科学部リハビリテーション学科 
4藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
水野志保 1，園田 茂 1，近藤和泉 2，岡本さやか 1．岡崎英人 1，前田博士 1，平野 哲 1，成田 渉 1，
鈴木 亨 3，才藤栄一 4 
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座長：中部ろうさい病院 田中宏太佳 
 
９．ロボット(WPAL: Wearable Power-Assi sted Locomotor)による歩行再建 ‒ 第 3
報：従来型装具との比較検討 - 
1 藤田保健衛生大学坂文種報德會病院リハビリテーション科 
2藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座   
3藤田保健衛生大学医療科学部リハビリテーション学科 
4 藤田保健衛生大学病院リハビリテーション部   
清水康裕 1 ，才藤栄一 2，鈴木 亨 3，村岡慶裕 3，田辺茂雄 3，加藤正樹 4 ，土本友香 4 ，窪田慎治 4    
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10．両下肢下垂足に対し，靴取り替え可能な両側支柱付き靴型装具を作製した 1 例 
浜松医科大学リハビリテーション科  
安田千里，入澤 寛，山内克哉，美津島 隆  
 
DÝN+�tD�,æ�-.->t/ PZ û.�@/\®\0{Im3Q1�2<�ÒP/3�45p

16ðñg71Q&ê1l�É83�@9:;�34q�¾<�=*._\®ðñ2Fd3QP#ó èß

^b\j�/_>g*?& !@Z?ý !g71lQ$?Z !g&ê1llQAE/BCgP?PóDEùF@P?"óDEùFg7

1lQP?òóDEùFg&ê1ll��èG/ßà�kÄ�@üÇH IÛIJ41/�2<=�Ò2PKQ~KB

;L^�½W/vq»{=MYµ�@ðÝ/JÊPNOWINh�2PIµ?@!

 
 
11．ハムストリングス広範切除後，歩行獲得した大腿部滑膜肉腫患者の下肢筋力の推移 
1浜松医科大学リハビリテーション科，2同整形外科 
入澤 寛 1，美津島 隆 1，山内克哉 1，安田千里 1，西村行秀 2 
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12．THA，TKA 患者の術直前静的動揺性の検討  
1順天堂大学医学部附属静岡病院整形外科，2同リハビテーション室 
大林 治 1，金子和夫 1，佐藤広美 2，小林敦郎 2  
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13．ヒッププロテクターによる転倒・骨折減少効果に関する研究  
1介護老人福祉施設ルミナス大府，2国立長寿医療センター整形外科．3同リハビリテーション科， 
4あさひ病院整形外科    
長屋政博 1，原田 敦 2，中澤 信 3，猪田邦雄 4  
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総会 

13:40～13:55 
研修会に先立って総会を行います．ぜひご出席下さい． 

 
 
 

専門医・認定臨床医生涯教育研修会 
特別講演 14:00～16:15 受付開始 13:00 

 
 
「なおらないことをめぐって」 
! !立命館大学大学院先端総合学術研究科 教授 立岩真也先生 
 
「疼痛性疾患に対してリハ医が行える手技」 
! !名古屋大学医学部保健学科 教授 鈴木重行先生 
 

司会： 名古屋大学附属病院 鈴木善朗 
 

 

 

 

◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育単位の取得について 
１）ご自身の登録番号を確認する為, 生涯教育研修記録証をご持参下さい． 
２）研修会参加により１講演毎に 10 単位が認定されます． 
３）１講演（10 単位）毎に受講料 1,000 円． 
認定単位非取得者は単位数に関係なく受講料 1,000 円を当日受付します． 
 
 
 
◎認定臨床医資格要件 
認定臨床医認定基準第 2条 2 項 2 号に定める指定の教育研修会（必須以外）に該当します．                                       
平成 19 年度より「認定臨床医」受験資格要件が変更となり，地方会で行われる生涯教育 
研修会も１講演あたり 10 単位が認められます． !

 


